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ISO22000:2018
0 序文 頁
1 適用範囲
2 引用規格
3 用語及び定義
4 組織の状況 1

4.1 組織及びその状況の理解
4.2 利害関係者のニーズ及び期待の理解
4.3 FSMSの適用範囲の決定
4.4 FSMS 2

5 リーダーシップ 3
5.1 リーダーシップ及びコミットメント
5.2 食品安全方針
5.2.1 食品安全方針の確立
5.2.2 食品安全方針の伝達

5.3 組織の役割、責任及び権限 4
5.3.1 トップマネジメント
5.3.2 食品安全チームリーダー

6 計画 5
6.1 リスク及び機会への取り組み
6.1.1 リスク及び機会の決定
6.1.2 リスク及び機会の計画
6.1.3 リスク及び機会に取り組むための処置

6.2 FSMSの目標及びそれを達成する為の計画策定 6
6.2.1 FSMSの目標設定
6.2.2 FSMSの目標達成の為の計画策定

6.3 変更の計画
7 支援 7

7.1 資源
7.1.1 一般
7.1.2 人々
7.1.3 インフラストラクチャー
7.1.4 作業環境 8
7.1.5 FSMSの外部で策定された要素
7.1.6 外部から提供されたプロセス、製品又はサービス

7.2 力量 9
7.3 認識
7.4 コミュニケーション 10
7.4.1 一般
7.4.2 外部コミュニケーション
7.4.3 内部コミュニケーション 11

7.5 文書化した情報 12
7.5.1 一般
7.5.2 作成及び更新
7.5.3 文書化した情報の管理

7.5.3.1 文書化した情報の管理の要求事項
7.5.3.2 文書化した情報の管理の活動

8 運用 13
8.1 運用の計画及び管理
8.2 PRP 14
8.2.1 PRPの目的
8.2.2 PRPの条件
8.2.3 PRPが考慮すべき文書
8.2.4 PRPの要求事項 15

8.3 トレーサビリティ 16
8.4 緊急事態への準備及び対応 17
8.4.1 一般
8.4.2 緊急事態及びインシデントの処理

8.5 ハザードの管理 18
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8.5.1 ハザード分析を可能にする予備段階
8.5.1.1 原料、材料及び製品に接触する材料の特性
8.5.1.2 最終製品の特性
8.5.1.3 意図した用途 19
8.5.1.4 フローダイアグラム及びプロセスの記述

8.5.2 ハザード分析 20
8.5.2.1 一般
8.5.2.2 ハザードの明確化及び許容水準の決定
8.5.2.3 ハザード評価 21
8.5.2.4 管理手段の選択及び分類 22

8.5.3 管理手段及び管理手段の組み合わせの妥当性確認 23
8.5.4 ハザード管理計画（HACCP/OPRPプラン） 24

8.5.4.1 一般
8.5.4.2 許容限界および行動基準の決定
8.5.4.3 CCPにおける及びOPRPに対する監視（モニタリング）システ

ム
25

8.5.4.4 許容限界又は行動基準を超えた場合の処置
8.5.4.5 ハザード管理計画の実施

8.6 PRP及びハザード管理計画を規定する情報の更新 26
8.7 監視（モニタリング）及び測定の管理 27
8.8 PRP及びハザード管理計画に関する検証 28
8.8.1 検証
8.8.2 検証活動の結果の分析

8.9 製品及びプロセス不適合の管理 29
8.9.1 一般
8.9.2 是正処置
8.9.3 修正 30

8.9.3.1 許容限界及び行動基準からの逸脱
8.9.3.2 許容限界の逸脱
8.9.3.3 行動基準の逸脱
8.9.3.4 修正の文書化した情報

8.9.4 安全でない可能性のある製品の取扱い 31
8.9.4.1 一般
8.9.4.2 リリースの為の評価
8.9.4.3 不適合製品の処理 32

8.9.5 回収/リコール
9 FSMSのパフォーマンス評価 33

9.1 監視（モニタリング）、測定、分析及び評価
9.1.1 一般
9.1.2 分析及び評価

9.2 内部監査 34
9.2.1 内部監査の目的
9.2.2 内部監査の計画と実施

9.3 マネジメントレビュー 35
9.3.1 一般
9.3.2 マネジメントレビューのインプット
9.3.3 マネジメントレビューのアウトプット

10 改善 36
10.1 不適合及び是正処置

10.1.1 不適合の処置
10.1.2 不適合の記録

10.2 FSMSの更新
10.3 継続的改善 37
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